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Ⅰ新技術の解説

１要旨

(1) 平成15年３月に改正農薬取締法が施行されたことにより、ネクタリンに使用できる農薬（薬剤）が
極めて少ない状況となった。登録農薬の少ないマイナー作物に対しては、農薬の登録取得のた
め暫定的に使用できる経過措置期間が認められた。この間、農薬登録のための残留試験を実施
し、登録された農薬（薬剤）および登録申請中の農薬（薬剤）による防除体系を作成し、現地実証
を試みた。

(2) その結果、主要な病害虫に対して有効な防除体系を策定することができた。

(3) せん孔細菌病に対して開花前と収穫後にはＩＣボルドー４１２やコサイドＤＦが有効であり、生育期
にはマイコシールドが使用可能となった。マイコシールドの使用基準は収穫28日前まで、５回以
内であり、普通モモよりも７日長い。

(4) 果実腐敗性病害については収穫後の調査で灰星病、ホモプシス腐敗病および炭疽病が収穫後
の保存調査により発生が認められたが、灰星病に対して防除効果が高い殺菌剤の選択肢が多
いので、適期にこれらを使用することにより防除可能であると考えられた。また、ホモプシス腐敗
病に対しては、ベルクートフロアブルによる防除と有袋栽培の組み合わせにより防除可能と判断
された。

(5) 防除体系を編成する上で、モモには適用はあるが、ネクタリンには適用のない農薬（薬剤）があ
り、混植園や隣接園での同時防除が制限される場合が多い。今後、さらに、ネクタリンの登録農
薬を拡充し、モモとの共通防除を可能にする必要がある。

２期待される効果

 ネクタリンは平成15年以降、経過措置による防除対応、そのための生産物の安全性確認および集
出荷体制が制限された状況の下で生産されてきたが、既登録の農薬とその使用基準を満たしている
本防除体系を採用することにより、本種の生産・出荷が容易となる。

３適用範囲

 県内全域

４普及上の留意点

(1) ネクタリンに登録のある農薬は、一般にモモに比べ使用基準が厳しい傾向にあるので、両樹種に
登録があっても使用に当たってはこれらに十分注意すること。

(2) 生育期のせん孔細菌病に対して有効な登録農薬はマイコシールドしかないので、収穫間際の防除
が困難である。現地試験においても新梢葉での発生が比較的多く認められ、収穫時に果実発病も
観察されており、本病の多発生時には春型枝病斑の除去等、耕種的、物理的な防除を徹底する。

(3)
ホモプシス腐敗病に対しては効果の高い登録農薬が少ないので、修正摘果後の６月下旬以降は、
速やかに本病防除に有効な袋かけを実施し、有袋栽培とする。
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